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登 録 速 報 

 

下記の通り適用拡大登録となりましたので、ご連絡します。 

 

記 

適用拡大登録月日： ２０１８年２月１４日 

 

１．農薬の登録番号及び名称 

   登録番号  第 ２１８３３ 号 

   名  称  ヒエクリーンバサグラン粒剤 

 

２．適用拡大登録内容 

●適用土壌、適用地帯を廃止する。 

 

【変更前】 

作

物

名 

適用雑草名 使用時期 
適用 

土壌 
使用量 

本剤の 

使用 

回数 

使用方法 適用地帯 

移

植

水

稲 

水田一年生雑草 

及び 

ﾏﾂﾊﾞｲ 

ﾎﾀﾙｲ 

ｳﾘｶﾜ 

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ(北海道を除く) 

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ(北海道､東北) 

ｵﾓﾀﾞｶ 

ｸﾛｸﾞﾜｲ(北海道､北陸を除く) 

ｼｽﾞｲ(東北) 

移植後 15日 

～ﾉﾋﾞｴ 4葉期 

但し､ 

収穫 60日前 

まで 砂壌土 

～埴土 
3kg/10a 1回 

ごく浅く 

湛水して 

散布 

全域の 

普通期 

及び 

早期 

栽培地帯 

直

播

水

稲 

水田一年生雑草 

及び 

ﾏﾂﾊﾞｲ 

ﾎﾀﾙｲ 

ｲﾈ 3葉期～ 

ﾉﾋﾞｴ 4葉期 

但し､ 

収穫 60日前 

まで 

全域 

 

ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙを含む農薬の総使用回数 ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝを含む農薬の総使用回数 

2回以内 2回以内 

 



 

【変更後】 

作

物

名 

適用雑草名 使用時期 使用量 
本剤の 

使用回数 
使用方法 

移

植

水

稲 

水田一年生雑草 

及び 

ﾏﾂﾊﾞｲ 

ﾎﾀﾙｲ 

ｳﾘｶﾜ 

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ 

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ 

ｵﾓﾀﾞｶ 

ｸﾛｸﾞﾜｲ 

ｼｽﾞｲ 

移植後 15日～ 

ﾉﾋﾞｴ 4葉期 

但し､ 

収穫 60日前まで 
3kg/10a 1回 

ごく浅く 

湛水して 

散布 

直

播

水

稲 

水田一年生雑草 

及び 

ﾏﾂﾊﾞｲ 

ﾎﾀﾙｲ 

ｲﾈ 3葉期～ 

ﾉﾋﾞｴ 4葉期 

但し､ 

収穫 60日前まで 

 

ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙを含む農薬の総使用回数 ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝを含む農薬の総使用回数 

2回以内 2回以内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

注 意 事 項 の 変 更： 

【変更後】 

１）使用量に合わせ秤量し、使いきること。 

２）本剤はノビエの発生前から４葉期に有効であり、イネ科以外の雑草には生育期に有効である

ので時期を失しないように散布すること。なお、多年生雑草は生育段階によって効果にふれ

が出るので、必ず適期に散布すること。ホタルイ、ミズガヤツリ、ヘラオモダカ、ウリカワ

は４葉期まで、オモダカは矢尻葉抽出期まで、クログワイは草丈15cm前後、シズイは草丈30cm

までが本剤の散布適期である。 

３）オモダカ、クログワイ、シズイは発生期間が長く、遅い発生のものまでは十分な効果を示さ

ない場合があるので、必要に応じて有効な前処理剤と組み合わせて使用すること。 

４）苗の植付けが均一となるように、代かきおよび植付作業はていねいにおこなうこと。未熟有

機物を使用した場合は、特にていねいにおこなうこと。 

５）散布の際は、本剤は水の移動に伴う移行性が大きいので、水の出入りを止めてごく浅水状態

（雑草が水面上に出る状態）にして田面に均一に散布し、少なくとも２日間はそのままの状

態を保ち、散布後７日間は落水、かけ流しはしないこと。深水にすると効果が劣るので注意

すること。 

６）処理後２日以内に降雨があると効果が不十分になるおそれがあるので、晴天の持続する時を

選んで使用すること。万が一散布後に降雨があった場合は、落水させずそのままの状態を保

つこと。 

７）以下のような条件下では薬害の生じるおそれがあるので使用をさけること。 

①砂質土壌の水田、漏水田（減水深２ｃｍ／日以上）。 

②軟弱苗を移植した水田。 

③極端な浅植えの水田および浮き苗の多い水田。 

８）散布後の数日間に著しい高温が続く場合、初期生育が抑制されることがあるが、一過性のも

ので次第に回復し、その後の生育に対する影響は認められていない。 

９）本剤を散布した水田の田面水を他の作物に灌水しないこと。 

１０）河川、湖沼、地下水等を汚染しないよう、落水、かけ流しはしないこと。 

１１）本剤はその殺草特性からくわい、せりなどの生育を阻害するおそれがあるので、これら作物

の生育期に隣接田で使用する場合は十分に注意すること。 

１２）本剤の使用に当っては、使用量、使用時期、使用方法などを誤らないように注意し、特に初

めて使用する場合や異常気象の場合には、病害虫防除所等関係機関の指導を受けることが望

ましい。 

 

以上 


